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第
十
一
回 

自
然
農
法
・

Ｅ
Ｍ
技
術
交
流
会
京
都
大
会 

「
農
を
基
に
し
た
自
然
循
環

型
地
域
社
会
づ
く
り
」 

日
時
：
06
年
２
月
１９
日
（
日
） 

場
所
：
国
立
京
都
国
際
会
館 

 

 

環
境
問
題
、
食
の
問
題
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
数
十
年
が

経
ち
ま
し
た
が
、
近
年
ト
リ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
米
国
に

お
け
る
狂
牛
病
騒
動
な
ど
混

迷
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
問
題
を
根
本
的

に
解
決
す
る
に
は
、
「
大
量

生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃

棄
」
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
改

め
、
自
然
に
即
し
た
生
活
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

自
然
の
循
環
系
は
豊
か
な

恵
み
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、

そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
微

生
物
で
す
。 

私
た
ち
は
微
生
物
の
働
き

を
活
用
し
た
Ｅ
Ｍ
技
術
を
導

入
し
、
自
然
農
法
の
普
及
、

環
境
浄
化
運
動
を
積
極
的
に

推
し
進
め
て
い
ま
す
。 

南
知
多
町
の
事
例
発
表 

南
知
多
町
は
、
愛
知
県
知

多
半
島
の
先
端
に
位
置
し
、

豊
か
な
海
の
恵
み
を
受
け
な

が
ら
発
展
し
て
き
た
町
で
、

古
く
か
ら
伝
統
あ
る
文
化
が

栄
え
て
き
ま
し
た
。 

 
近
年
は
、
地
域
産
業
の
衰

退
・
若
い
家
族
層
の
流
出
・

高
齢
化
等
に
よ
る
急
速
な
過

疎
化
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
後

継
者
不
足
か
ら
な
る
田
畑
の

遊
休
地
化
も
町
の
元
気
を
失

わ
せ
て
い
る
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
農
を
基
に

自
然
循
環
型
の
活
力
あ
る
ふ

る
さ
と
創
生
を
目
指
し
活
動

し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
南
知
多

環
境
浄
化
と
ふ
る
さ
と
創
生

の
会
」
の
取
り
組
み
事
例
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

南
知
多
町
の
事
例
発
表
を

ベ
ー
ス
に
、
市
民
と
行
政
が

連
携
し
て
推
進
し
て
い
る

様
々
な
活
動
を
報
告
し
つ
つ
、

循
環
型
地
域
社
会
づ
く
り
に

向
け
た
課
題
や
提
案
等
に
つ

い
て
議
論
を
展
開
さ
れ
た
。 

総
括
は
、
比
嘉
照
夫
有
用

微
生
物
応
用
研
究
会 

会
長

農
学
部
教
授
が
な
さ
れ
た
。 

日
本
の
食
の
自
給
率
は

４０
％
、
一
方
遊
休
田
畑
は
８
．

２
％
に
な
っ
て
い
る
。 

ま
ち
お
こ
し
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
か
か
っ
て
い
る
。
実

行
し
や
す
い
仕
組
み
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

農
業
も
安
全
・
快
適
・
低

コ
ス
ト
で
高
品
質
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
技
術

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
一
つ
が

Ｅ
Ｍ
で
す
。 

 
 

Ｓ
・
Ｏ 

 

交
番
が
街
に

設
置
さ
れ
た
の

は
随
分
昔
（
明

治
２
８
年
）
だ

と
聞
い
て
い
る
。 

他
の
国
の
人
々

に
と
っ
て
日
本

独
特
の
街
の
守

り
番
は
と
て
も
興
味
深
く
見

学
に
来
た
国
も
あ
る
と
か
。 

昔
は
駐
在
所
に
家
族
も
住

ん
で
居
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

サ
ロ
ン
だ
っ
た
。 

お
ま
わ
り
さ
ん
は
町
の

人
々
に
も
親
し
く
ち
ょ
っ
と

し
た
悩
み
事
な
ど
相
談
し
て

い
て
、
ま
た
尊
敬
（
こ
わ
く

な
い
）
出
来
る
存
在
だ
っ
た
。 

然
し
我
が
街
に
も
駐
在
所
、

派
出
所
、
ポ
リ
ボ
ッ
ク
ス
、

交
番
等
々
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
お
ま
わ
り
さ
ん
（
警
官
）

は
殆
ど
留
守
。
必
ず
「
現
在

巡
回
中
・
何
か
あ
れ
ば
○
番

に
連
絡
を
」
と
書
い
て
あ
る
。 

今
、
学
校
の
保
護
者
同
志
、

携
帯
電
話
に
不
審
者
、
或
い

は
事
故
発
生
時
に
メ
ー
ル
が

入
る
様
に
な
っ
て
い
る
。 

市
で
も
登
録
す
れ
ば
情
報

が
入
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。 

で
も
交
番
に
助
け
を
求
め

て
も
留
守
だ
っ
た
ら
ど
う
す

る
の
？ 

建
物
だ
け
が
留
守

番
し
て
い
る
。 

早
く
世
界
に
ほ
こ
れ
る
、

街
の
交
番
（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｎ
）

に
な
っ
て
欲
し
い
。
Ｎ
．
Ｙ 

 
 
 
 
 
 
 

白
菜
の
中
国
風
酢
漬
け 

材 

料 
 
 

白
菜
の
軸 

 

３
０
０
ｇ 

赤
唐
辛
子 

 

小
１
本
は
種
を

除
き
、
小
口
切
り 

シ
ョ
ウ
ガ 

 

２
分
の
１
か
け 

調
味
料  

砂
糖
大
匙 

３ 
  

酢
大
匙 

4 

 

塩
小
匙 

1 

 

ご
ま
油
大
匙 

1 

①
白
菜
の
軸
は
５
㎜×

５
㎝

長
さ
の
棒
状
に
き
り
ま
す 

②
鍋
に
調
味
料
と
唐
辛
子
を

入
れ
て
煮
立
て
、
熱
い
う
ち

に
白
菜
に
か
け
ま
す
。 

③
シ
ョ
ウ
ガ
の
千
切
り
を
加

え
２
，
３
時
間
以
上
置
い
て
、

味
を
な
じ
ま
せ
る
。
Ｍ
．
Ｋ 

 
 
 
 
 
 

編

集

後

記 

２
月
は
逃
げ
る
、
３
月
は

去
る
。
１
月
は
行
く
に
続
き

よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
、

こ
の
と
こ
ろ
、
建
物
偽
装
事

件
・
ラ
イ
ブ
ド
ア
ー
事
件･

偽

メ
ー
ル
騒
動
・
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
閉
幕
し
、
本
当
に

慌
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
こ

の
間
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
付

け
ら
れ
た
栄
光
と
挫
折･･

･
.
 
 

限
り
あ
る
一
日
一
日
を
後

悔
の
無
い
よ
う
に
送
り
た
い

も
の
で
す
。  

 

Ｓ
・
Ｎ 

農
を
基
に
し
た
自
然
循
環
型
地
域
社
会
づ
く
り 

有

用

微

生

物

応

用

研

究

会 

聴 

講 

ナ ノ ハ ナ    

菜の花（なのはな） 
アブラナ属、古いラテン名で「キャベツ」

の意。 

「和名」：菜の花（なのはな） 

「科名」：あぶらな科 

「別名」：油菜、花菜、菜種（あぶらな、

はなな、なたね）などあるが 

 "野菜（菜っ葉）の花"という意味から「菜

の花」になったといわれている。 

３月７日の誕生花：花言葉は「豊かさ、

財産」です。千葉県の県花でもあります。 

「菜の花や 月は東に 日は西に」 蕪村 

写真は「守山市なぎさ公園」で撮った「菜

の花」で「カンザキハナナ」です。 

 

四 季 彩 

甘辛チャンネル 

味 Ｗ Ａ Ｙ 


